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きょうの紙面

　

昭
和
薬
科
大
学
と

国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
は
３
月
29

日
、
周
産
期
・
小
児

分
野
の
共
同
研
究
や

人
材
育
成
な
ど
を
協

力
し
て
進
め
る
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し

た
。
小
児
・
周
産
期

分
野
に
精
通
し
た
薬

剤
師
・
研
究
者
の
育

成
が
目
的
で
、
小
児

向
け
の
剤
形
変
更
や
既
存
薬
の

効
能
追
加
に
関
す
る
研
究
を
実

施
す
る
と
共
に
、
卒
業
研
究
に

お
い
て
昭
和
薬
大
の
学
生
を
同

セ
ン
タ
ー
に
派
遣
し
、
リ
サ
ー

　

薬
局
薬
剤
師
が
副
作
用
を
回
避
し
た
り
、
重
篤
化
を
防

い
だ
り
す
る
薬
学
的
介
入
を
行
っ
た
結
果
、
大
き
な
医
療

経
済
効
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
、
福
岡
大
学
大
学
院
薬
学

研
究
科
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。
久
留
米
三
井
薬
剤
師
会
が
収
集
し
た
プ
レ
ア
ボ

イ
ド
事
例
を
、
薬
学
的
介
入
に
よ
っ
て
副
作
用
発
現
を
未

然
に
回
避
で
き
た
事
例
と
重
篤
化
を
防
げ
た
事
例
に
分
類

し
て
解
析
。
こ
れ
ら
を
防
げ
な
か
っ
た
場
合
、
７
７
０
８

万
円
の
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
費
用
が
必
要
に
な
る
と

推
算
し
た
。
介
入
に
よ
る
費
用
抑
制
額
は
、
調
剤
報
酬
に

比
べ
て
は
る
か
に
大
き
い
こ
と
を
示
し
た
。

◆
平
成
を
振
り

返
る
と
、
製
薬

業
界
で
は
大
型

買
収
が
目
立
っ

た
時
代
で
あ
っ

た
が
、
最
近
で

は
一
つ
の
化
合
物
を
め
ぐ
る

企
業
間
の
提
携
契
約
も
大
型

化
し
て
い
る
。
第
一
三
共
は

先
月
、
将
来
の
大
型
化
を
期

待
す
る
抗
癌
剤
「
Ｄ
Ｓ
︲
８

２
０
１
」
に
つ
い
て
英
ア
ス

ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
Ａ
Ｚ
）
と
全

世
界
で
の
共
同
開
発
・
販
売

契
約
を
締
結
。
契
約
一
時
金

や
マ
イ
ル
ス
ト
ン
を
含
め
最

大
69
億
ド
ル
（
約
７
５
９
０

億
円
）
を
Ａ
Ｚ
か
ら
受
け
取

る
“
ビ
ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
”
と

な
っ
た
◆
昨
年
３
月
に
は
、

エ
ー
ザ
イ
が
抗
癌
剤
「
レ
ン

ビ
マ
」
の
全
世
界
に
お
け
る

共
同
開
発
・
販
促
契
約
を
米

メ
ル
ク
と
締
結
し
た
。
オ
プ

シ
ョ
ン
権
を
行
使
す
る
際
に

発
生
す
る
一
時
金
も
含
め
る

と
、
最
大
１
０
０
０
億
円
超

を
受
領
す
る
こ
と
に
な
る
◆

「
Ｄ
Ｓ
︲
８
２
０
１
」
と
「
レ

ン
ビ
マ
」
の
共
通
点
は
、
国

内
大
手
が
自
社
創
製
し
た
化

合
物
で
海
外
メ
ガ
フ
ァ
ー
マ

と
の
大
型
契
約
が
実
現
で
き

た
点
◆
最
近
で
は
一
部
製
薬

企
業
に
よ
る
研
究
開
発
部
門

の
切
り
離
し
も
相
次
い
だ

が
、
元
号
も
「
令
和
」
に
変

わ
る
新
た
な
時
代
。
地
道
な

創
薬
活
動
か
ら
大
型
契
約
に

つ
な
げ
る
研
究
開
発
戦
略
が

見
直
さ
れ
る
契
機
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

福
岡
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科

臨
床
薬
剤
学
研
究
室
、
同
薬
剤

師
会
、
福
岡
大
学
病
院
薬
剤

部
、
第
一
薬
科
大
学
の
グ
ル
ー

プ
。
２
０
１
０
年
度
か
ら
17
年

度
ま
で
会
員
薬
局
が
薬
剤
師
会

に
報
告
し
た
プ
レ
ア
ボ
イ
ド
事

例
に
つ
い
て
、
副
作
用
発
現
を

未
然
に
回
避
で
き
た
２
８
７
件

と
重
篤
化
を
防
止
で
き
た
10
件

に
分
類
し
、
解
析
し
た
。

　

医
療
経
済
効
果
の
推
算
は
先

行
研
究
を
参
考
に
し
、
医
薬
品

医
療
機
器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
の
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

済
制
度
に
よ
る
給
付
件
数
と
支

給
額
を
も
と
に
、
１
件
当
た
り

の
救
済
費
用
を
算
出
。
重
大
な

副
作
用
は
１
件
当
た
り
２
１
４

万
円
、
ハ
イ
リ
ス
ク
薬
は
１
件

８
万
４
０
０
０
円
、
非
ハ
イ
リ

ス
ク
薬
は
１
件
５
万
６
０
０
０

円
と
し
、
こ
れ
を
各
事
例
に
当

て
は
め
て
推
算
し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
プ
レ
ア
ボ
イ
ド

事
例
の
う
ち
、
こ
の
ま
ま
放
置

す
る
と
副
作
用
発
現
や
再
発
、

増
悪
を
招
い
て
救
済
制
度
の
対

象
と
な
る
も
の
は
２
４
９
件

あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
副
作

用
発
現
の
未
然
回
避
事
例
２
３

医療経済効果は7700万円

福
岡
大
な
ど
グ
ル
ー
プ

９
件
、
重
篤
化
防
止
事
例
10

件
。
こ
れ
ら
を
防
げ
な
か
っ
た

場
合
、
被
害
救
済
費
用
と
し
て

７
７
０
８
万
円
の
支
払
い
が
必

要
に
な
る
と
推
算
。
介
入
に
よ

る
費
用
抑
制
額
は
、
調
剤
報
酬

に
比
べ
て
は
る
か
に
大
き
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

副
作
用
の
重
篤
化
を
回
避
し

た
10
件
の
内
訳
は
、
▽
排
尿
障

害
（
ア
ミ
ト
リ
プ
チ
リ
ン
）
▽

発
疹
・
吐
き
気
（
セ
フ
カ
ペ

ン
）
▽
肝
障
害
（
テ
ル
ビ
ナ

フ
ィ
ン
）
▽
血
栓
症
（
ラ
ロ
キ

シ
フ
ェ
ン
）
▽
出
血
（
ワ
ル

フ
ァ
リ
ン
）
▽
眼
瞼
浮
腫
（
プ

レ
ガ
バ
リ
ン
）
▽
横
紋
筋
融
解

症
（
ガ
レ
ノ
キ
サ
シ
ン
）
▽
浮

腫
（
ニ
コ
ラ
ン
ジ
ル
、
モ
ン
テ

ル
カ
ス
ト
、
ボ
ノ
プ
ラ
ザ
ン
、

シ
ロ
ス
タ
ゾ
ー
ル
、
ベ
ラ
パ
ミ

ル
）
▽
不
整
脈
悪
化
（
タ
ダ
ラ

フ
ィ
ル
）
▽
め
ま
い
、
ふ
ら
つ

き
（
プ
レ
ガ
バ
リ
ン
）
︱
︱
と

な
っ
た
。

　

薬
局
薬
剤
師
が
副
作
用
発
現

や
重
篤
化
を
防
い
だ
き
っ
か
け

の
割
合
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
お

薬
手
帳
42
％
、
薬
歴
19
％
、

患
者
の
訴
え
15
％
、
処
方
箋

13
％
、
検
査
値
６
％
な
ど
だ
っ

た
。
疑
義
照
会
を
行
っ
た
理
由

と
し
て
は
、
同
種
同
効
薬
の
重

複
20
％
、
禁
忌
14
％
、
同
成
分

重
複
12
％
、
併
用
禁
忌
11
％
、

誤
処
方
の
疑
い
11
％
、
過
量
投

与
７
％
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。

　

お
薬
手
帳
に
よ
っ
て
、
他
院

処
方
薬
と
の
相
互
作
用
、
同
種

同
効
薬
や
同
成
分
の
重
複
を
発

見
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
重

複
が
多
い
同
種
同
効
薬
は
、
胃

酸
分
泌
抑
制
薬
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

小
児
な
ど
に
強
い
薬
剤
師
育
成
へ

昭
和
薬
大
と
学
術
交
流
協
定

成育医療研究センター

チ
マ
イ
ン
ド
の
養
成
を
行
う
方

針
だ
。
昭
和
薬
大
が
大
学
以
外

の
組
織
と
協
定
を
結
ぶ
の
は
初

め
て
。

　

今
回
の
協
定
は
、
国
内
で
少

な
い
薬
学
に
お
け
る
周
産
期
・

小
児
分
野
に
対
応
で
き
る
薬
剤

師
の
育
成
を
主
な
目
的
と
し
た

も
の
。
以
前
か
ら
両
者
で
人
材

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
地
理

的
に
近
い
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
な
ど
を
踏
ま
え
て
協
定
に
踏

み
切
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
両
者
に
よ
る

共
同
研
究
と
人
材
交
流
に
力
を

入
れ
る
。
小
児
向
け
の
剤
形
変

更
や
既
存
薬
の
効
能
追
加
に
関

す
る
共
同
研
究
を
進
め
る
と
共

に
、
同
セ
ン
タ
ー
が
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
妊
婦
に

関
す
る
医
薬
品
情
報
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
な
ど
も
検
討
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
薬
科
大
学
で
は
臨
床

研
究
の
実
施
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
卒
業
研
究
で
学
生
を
同
セ

ン
タ
ー
に
派
遣
し
て
リ
サ
ー
チ

マ
イ
ン
ド
の
あ
る
薬
剤
師
を
育

て
た
い
考
え
。
大
学
院
で
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
昭
和
薬

大
で
博
士
の
学
位
を
取
得
で
き

る
一
方
、
大
学
院
生
、
大
学
職

員
が
同
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
に

参
画
す
る
な
ど
、
教
育
・
研
究

面
で
の
協
力
体
制
を
強
化
し
て

い
く
。

　

昭
和
薬
大
の
学
生
、
大
学
院

生
が
同
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
よ

る
講
義
を
受
講
し
た
り
、
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高

度
な
専
門
知
識
を
習
得
で
き
る

よ
う
に
す
る
ほ
か
、
昭
和
薬
大

の
講
義
に
同
セ
ン
タ
ー
の
職
員

を
非
常
勤
講
師
と
し
て
招
き
、

医
療
現
場
の
様
子
を
伝
え
て
も

協定書に調印した山本学長（左）と
五十嵐理事長

ら
う
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
周
産
期
や
小
児
分
野

へ
の
関
心
を
高
め
る
。
卒
業
生

や
大
学
近
隣
の
薬
剤
師
を
対
象

に
公
開
講
座
を
開
く
こ
と
に
よ

り
、
現
役
薬
剤
師
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
受
け
、

昭
和
薬
大
の
山
本
恵
子
学
長

は
、「
小
児
医
療
、
研
究
で
国

内
ト
ッ
プ
の
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
と
交
流
協
定
を
結
ぶ
こ

と
で
高
度
な
研
究
・
教
育
を
行

い
、
他
大
学
に
先
駆
け
て
周
産

期
・
小
児
分
野
に
強
い
薬
剤
師

を
育
成
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の

五
十
嵐
隆
理
事
長
も
「
薬
学
の

中
で
小
児
の
位
置
づ
け
は
決
し

て
中
心
で
は
な
い
が
、
こ
の
分

野
に
薬
剤
師
が
関
わ
り
、
薬
学

の
知
識
を
大
い
に
活
用
し
て
ほ

し
い
」
と
期
待
感
を
示
し
た
。

薬局薬剤師が副作用回避

ン
薬
・
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、
非

ス
テ
ロ
イ
ド
性
消
炎
鎮
痛
薬

（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
）
だ
っ
た
。

腎
機
能
の
低
下
を
把
握
す
る
な

ど
、
検
査
値
が
介
入
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
。

　

疑
義
照
会
に
よ
る
処
方
変
更

の
内
訳
は
、
中
止
48
％
、
変
更

30
％
、
減
量
11
％
、
増
量
５
％

な
ど
。
薬
剤
が
中
止
さ
れ
た

理
由
は
同
種
同
効
薬
の
重
複

41
・
３
％
、
同
成
分
重
複
23
・

９
％
、
併
用
禁
忌
９
・
４
％
な

ど
だ
っ
た
。
薬
剤
が
変
更
さ
れ

た
理
由
は
禁
忌
31
・
８
％
、
併

用
禁
忌
21
・
２
％
、
誤
処
方

21
・
２
％
な
ど
と
な
っ
て
い

た
。


